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１９８９ １４巻１号

国立民族学博物館

研究報告

ダル マの力と帰依者た ち
一 東北 タイにおける仏教 とモータムー 一一一　林 行夫

両手の拳，社会，宇宙
一 手の指による数の指示法に組み込まれたキプ シギスの コスモロジー一　 小馬 徹

チカー ノの来た道
一 その歴史的経緯 一一一　黒 田悦子

魚醤の起源 と伝播
一 魚の発酵製品の研究 （８） 一　石毛直道

国立民族学博物館 〒５６５ 大阪府吹 田市干里　万博公園　 丁ＥＬ．０６－８７６－２１５１



国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告

１４ 巻 １ 号 １９８ ９年

目 次

ダ ル マ の 力 と帰 依 者 た ち

一 東北タイにおける仏教とモータムー　 林 行 夫 … … １

両 手 の 拳 ， 社 会 ， 宇 宙

一 手の指による数の指示法に組み込まれたキプシギスのコスモロジー … …　小馬 徹 … …１１７

チ カ ー ノ の来 た道

一 その歴史的経緯一　 黒 田悦子 … … １６７

魚 醤 の起 源 と伝 播

一 魚の発酵製品の研究 （８）一　 石 毛 直 道 … …１９９

彙 報 ２５１

国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報告 寄 稿 要項 ２５６

国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 執 筆 要 領 ２５７



 BULLETIN OF THE NATIONAL MUSEUM OF ETHNOLOGY

Vol. 14 No. 1

HAYASHI, Yukio 

KOMMA, Toru 

KURODA, Etsuko 

ISHIGE, Naomichi

1989

The Making of the Power of  Thamma: Mo  Thom and 

Thai Buddhism in the History of Thai-Lao Peasants  •  •  • 1 

Both Hands, Society, and Cosmos: Kipsigis's Cosmology 

Embeded in Their Counting System on Fingers   117 

Major Aspects of Chicano History  167 

Origins and Distributions: A Study of Fermented 

Aquatic Products (8)  199



　彙　　　報

　　彙 報 （昭和６４年１月１日～平成元年３月）

　人事異動

　 （教育職）

　　　　　　　（任期満了）

　３月３１日　京都大学 ・第三研究部併任教授
　　　　　　　　　　　　　　　谷　　　泰

　　　　　 一橋大学 ・第三研究部併任教授
　　　　　　　　　　　　　　　長島 信弘

　　　　　 大阪大学 ・第五研究部併任教授
　　　　　　　　　　　　　　　木村 重信
　　　　　　　（退 職）

　　　　　 第１研究部教授　　　君島　久子

　シンポジゥム

◎近代世界における日本文明一言語と文字の比

較文明学一
　日時　平成元年３月１７日（金）～２４日（金）
　場所　国立民族学博物館

　適要　今回のシンポジウムでは，さまざまな

　　　 文明が自己形成し，発展してゆく過程
　　　 で言語が果たしている役割りについて

　　　 考察するいっぽう，ことばや文字をひ
　　　　とつの窓口として諸文明をかんがえる。

　組織委員会
　　 （委員長）
　　 梅棹　忠夫　国立民族学博物館長

　　 （委　員）
　　 竹村　卓二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　 部長
　　 佐 木々高明　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　 部長
　　 杉本　尚次　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　 部長
　　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究
　　　　　　　　 部長

　　 藤井　知昭　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　 部長
　　 和田　浩司　国立民族学博物館管理部長

　　 （専門委員）
　　　ヨーゼフ・クライナー

　　　　　　　　 ドイツ日本研究所長
　　 ハルミ・ベフ　スタンフォード大学教授

　実行委員会
　　 （委員長）

　　 小川　　了　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　 部助教授
　　 （委　員）

　　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究
　　　　　　　　 部助教授

　　瀬川　昌久　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助手
　　朝倉　敏夫　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手
　　林 行夫 国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手
　　桜井　哲男　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助手
　　糸金則由紀　国立民族学博物館庶務課長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務
　　　　　　　　理事

　　宇治日出二郎　財団法人千里文化財団事

　　　　　　　　業部長

参加者

　　ハルミ・ベフ　スタンフォード大学教授
　　　　　　　　 （アメリカ）
　　パオロ・カルヴェッティ

　　　　　　　　中亜 ・極東研究所（ローマ）

　　　　　　　　・主任講師 （イタリア）
　　ヨーゼフ・クライナー
　　　　　　　　ドイツ日本研究所長 （西ド

　　　　　　　　イツ）

　　リチャード・ルービンジャー
　　　　　　　　ハワイ大学助教授 （アメリ

　　　　　　　　カ）
　　イルジー・ネウストプニー

　　　　　　　　モナシュ大学教授 （オース
　　　　　　　　トラリア）
　　イケトット・スラジャヤ
　　　　　　　　インドネシア大学教授 （イ

　　　　　　　　ンドネシア）
　　ジェームス・マーシャル　アンガー

　　　　　　　　ハワイ大学教授（アメリカ）

　　稲垣　吉彦　文教大学講師
　　梅棹 忠夫　国立民族学博物館長

　　小川　　了　国立民族学博物館助教授
　　崎山　　理　国立民族学博物館教授

　　染谷　臣道　九州工業大学教授
　　徳川　宗賢　大阪大学教授

　　宮本　正興　大阪外国語大学教授

日　程

３月１７日（金）（千里阪急ホテル）
　１７：００　 登　録

３月１８日（土）（国立民族学博物館）

　 ９：３０　 開会式 （司会　小川　　了）
　 ９：３５　 参加者紹介 （司会　小川　　了）

　１０：００　 基調講演　梅棹　忠夫

　　　　　 （代読　小山　修三）

　ｌｌ：００　 館内見学
セッション１「無文字文明と有文字文明」

　　　 （座長　ハルミ・ベフ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５１



１３：３０　 宮本　正興 「無形 と有形を結ぶ も

　　　 　　の一文字 とい う暴力装 置一」

１４：３０　 討　論

１５：４５　 小川　　 了 「文 明史 のなかの人の

　　　 　　名づけ一人間 にとって の名前 とは

　　　 　 何なのか一」

　１６：４５　 討　論

３月 １９日（日）（国立民族学博物館）

セ ッション２ 「多言語 国家の諸問題」

　　　 （座長　 イケ トッ ト・スラジ ャヤ）

　１０：００　 染谷　臣道 「もう一つの文 明へ

　　　 　　一 イ ンドネ シァの場合一」

　１１：００　 討　論

　１３：００　崎山 　 理 「多民族 ・多言語 国家

　　　 　　における言語的統一 と地方語 の宿

　　　 　　命一 イ ンドネ シア，オセァニァの

　　　 　　場合 一」

　 １４：００　 討　論

セ ッション３ 「はな しことば と書 きことば」

　　　 （座長　イルジー ・ネ ウス トプニー）

　 １５：３０　 稲垣　吉彦 「パ ブ リックスピーキ

　　　 　　 ングにおける話 しことばの課題」

　 ユ６：３０　 討 　論

３月２０日（月） （国立民族学博物館）

セ ツシ ョン４ 「識字能力」

　　　 （座長　 ヨーゼ フ ・クライナー）

　 ユ０：００　 リチ ャー ド・ルー ビンジ ャー

　　　 　　 「識字能力の東西一１９世紀の ヨー

　　　 　　 ロッパ と日本一」

　 １１：００　 討　論

　 １３：００　 Ｊ・マーシャル ・ア ンガー 「識字

　　　　 国立民族学博物館研究報告　 １４巻 １号

　　　　 能 力の東西一言語学的 ・言語心理

　　　　　学的データか ら一」

　１４：００　 討 論

３、目２２日（水） （国立民族学博物館）

セ ッシ ョン５ 「日本語の諸問題」

　　　 （座長 崎山　 　理）

　１０：００　 イケ トッ ト・ス ラジ ャヤ 「日本語

　　　　　の国際化一 イン ドネ シァの事例一」

　１１：００　 討　論

セ ッション６ 「標準語，方言」

　　　 （座長 パオロ ・カルヴ ェッティ）

　１３：００　 イルジー 。ネウス トプニー 「日本

　　　　　語 の問題」

　１４：００　 討 　論

　　　 （座長 崎 山　 　理）

　１５：３０　 パ オロ ・カルヴ ェッティ 「近代 国

　　　　　家成立過程における国語教育 と標

　　　　　準語化一 イタ リアと日本 との比較

　　　　　を中心 に して一」

３月２３日（木）（国立民族学博物館）

セ ッシ ョン６ 「標 準語，方言」

　　　 （座長 パ オロ ・カルヴ ェッティ）

　 １０：００　 徳川　 宗賢 「日本語の地域差 とそ

　　　　　の消長」

　 １１：００　 討 　論

　 １４：００　 総合討論 （司会 　小川　　了）

　 １７：００　 閉会式

３月２４日（金） （千里阪急 ホテル）

　 午前中　 ワークシ ョップ

　　　　　解 散

海外における研究 。調査 ・収集活動

　氏 名 　 　官 　職 　 　　 出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先

杉田　繁治　教　授 （第五研究部）　 ６４．１．４　 １・１．１５　　 イン ド

江 ロ　ー久　助教授 （第三研究部）　 ６４・１．４　 １・３・３　　 フランス，カメルー ン

栗 田　靖之 　助教授 （第二研究部）　 　 １．１．８　 １．１．１５　　 中国

久保　正 敏　助　手 （第五研究部）　　 １．１．８　 １．２．３　　 オース トラ リア

杉 島 敬志 助 手 （第二研究部）　 １．１・１６ 　 １・１・２７ 　 イ ンドネ シア

崎山 　理 教 授 （第五研究部） 　 １．１．２５ 　１．２．２６ 　 マダガスカル，ケニア

石毛　直道　教 　授 （第四研究部）　 　 １．１．２８　 １．１．３１　　 中国

栗 田　 靖之　助教授 （第二研究部）　　 １．１．２９　 １・２．１７　　 イ ンド

ケネス ・　　 助教授 （第五研究部）　 　 １．１．２０　 １・３・１８　　 ノルウエ＝，オ ランダ，マ ラウ
　　 ラ ドル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ，シ ンガ ポール， タイ， イン
　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ド，フィ リピン

朝倉　敏夫　助　手 （第四研究部）　　 １．１．３１　 １．２．２３　　 韓国

松澤　員子　助教授 （第二研究部）　　 １．２．１　　１．３．１３　　 台湾

藤井　知昭　教　授 （第五研究部）　 　 １．３．１４　 １．３．１９　　 タ ヒチ

大森　康宏　助教授 （第三研究部）　　 １．３．３１　 １・１０・１０　　 フランス，連合王国，西 ドイ．／
　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 イタ リア，スペイ ン，ポル トガ
　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ル，オ ース トラリア，ベルギ覧　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　

オラ ンダ，ルクセ ンブルグ，デ
　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ンマ ーク

２５２



彙　　　報

来館者抄

　 １月１０日 Ｊｏｈｎ　ＴＨＡＹＥＲ （アメ リカ 合 衆

　　　　　　 国， ピーボデ ィ博物館 日本担 当

　　　　　　 専 門研究員）夫妻

　　　　　　 Ａｄａｍ　ＪＯＮＥＳ （ドイツ連邦共和

　　　　　　 国， フランクフル ト大学附属歴

　　　　　　 史文化入類学研究所）夫妻

　 １月２４日　Ａｉｄａ　Ｂｏｎｎｅｌｌｙ　ＤＩＡｚ （ド ミニ

　　　　　　 カ共和国，国立劇場芸術部長）

　　　　　　 Ｖｉｒｇｉｌｉｏ　ＤＩＡｚ　ＧＲＵＬＬＯＮ

　 １、目２８日　 Ａｒｊｕｎ　Ｇ．　ＡｓＲＡＮＩ（駐 日イ ンド

　　　　　　 大使）夫妻

　　　　　　 Ｄ．Ｖ．　ＭＯＨＡＮ （イ ン ド総領事）

　 ２月 ３日　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　ＳＡＵＴＴＥ （フランス，

　　　　　　 大統領事務局長補佐）夫妻

　 ２月 ５日　ヌル ホリス ・マ ジッ ト （イ ンド

　　　　　　 ネ シア，イ ンドネ シア科学院常

　　　　　　 駐研 究員）夫妻

　 ２月１０日　 ＳｕＢＲＡＭＡＮＩ（フ ィジー，南太平

　　　　　　 洋大 学副学長）

　 ２月１４日　 関　　茂雄 （東京都教育庁社会

　　　　　　 教育部 ，埋蔵文化財係長）

　　　　　　 榎本　雄治 （同，企画調査担当

　　　　　　 主査 ）

　　　　　　 安孫 子昭二 （同，埋蔵文化財係

　　　　　　 主任）

　　　　　　船倉　哲士 （神奈川県立博物館

　　　　　　 副館長）

　　　　　　 佐藤　高利 （同館主事）

　 ３．目２日　 昭和６３年度行政情報 システ ムに

　　　　　　 関す る国際研修一行
Carlos Alberto Greco (Project 
Manager, Public Function Se-
cretary Reporting to the Pre-
sident of Argentina, Argentina) 
Israel de Oliveira Andrade 
(Manager of Computation Pre-
sidence of Republic, Secretariat 
of Planning and Coordination 
Brazilian Institute of Geogra-
phy and Statistics, Brazil) 
Aoousedera Mahmoud Abdel 
Rihim (Department Manager 
Cabinet, Information and De-
cision Support Center (IDSC), 
Egypt) 
Sri Gunawan (Programmer, 
Secretary Education & Train-
ing Agency, Ministry of Home 
Affairs, Indonesia) 
Prastowo (Head, Data Proces-

sing and Trade Information 
Division,  H.  R. Soedarno, MA 
Secretary of Trade Research 
and Development Agency, In-
donesia) 
Kim Beom Yong (5th Grade 
EDPS Official Kim Yong Kap, 
Minister of Government Ad-
ministration, Korea) 

 Ianan Abou Chakra (Specialist 
in the Directorate of Computer 
Data Processing, Bank of Le-
banon, (Central Bank),  Leba-
non) 
Rosni Abdul Nalek Rani (Se-
nior Systems Analyst Director, 
National Institute of Public, 
Administration, Malaysia) 
Erlinda  P. Arguelles (Super-
vising Statistician Department 

of Finance Agrifina Circle, 
Philippines) 
Socorro L. Gamboa-Laureles 

(Project Officer, Development 
Academy of the Philippines, 
Philippines) 
Dittachai Prichawinijtul (Sys-
tem Analyst Office of the Civil 
Service Commission Pitsanulok 
Rd, Bkk., Thailand) 
Orathai Leksakulchai (Pro-

grammer, Data Processing and 
Disbursement Execution  Div., 
Comptroller General's Dept., 
Thailand) 
Yavuz-Ali Sener (Deputy Sec-
retary General, Government of 
Turkey, Prime Ministry State 
Planning Organization, Tur-
key)

３月 ３日　 京都大学外国人留学生一行

　 　　 　 Ｈｉｒａｉ，　Ｋａｎａｍｉ （サンパ ウロ大

　 　　 　 学 日本語 科，ブラジル）

　 　　 　 Ｈａｔａｎｏ，　Ｌｉｌｉａｎ　Ｔｅｒｕｍｉ （リオ

　 　　 　 デ ジャネイロ連邦大学文学部，

　 　　 　 ブラジル）

　 　　 　 章 立 新 （広州外国語 学院東

　 　　 　 方言語学部 ，中国）

　 　　 　 傅　羽　弘 （吉林大学外国語学

　 　　 　 部卒，中国）

　 　　 　 Ｗ ｕｔｈｅｎｏｗ，　Ｄａｎｉｅｌ　Ｙｕｋｉ（ハ イ

２５３



　　　　 デルベルク大学文 学部，西 ドイ

　　　　 ツ）

　　　　 Ｈｅｎｄｒｏｋｏｅｓｏｅｍｏ，　Ｄｗｉｒａ　Ｈｅｒ－

　　　　 ｎａｎｄｉｔａ （イ ンドネ シア大 学 文

　　　　 学部，イ ンドネ シア）

　　　　 Ｎａｙｏｎｏ，　Ｒｉｋａ　Ａｄｒｉａｎａ　Ｅｓｔｅ－

　　　　 ｔｉｋａ（イ ン ドネシア大 学文学部，

　　　　 イ ンドネ シア）

　　　　 Ｇｏｂｂｉ，　Ｍａｒｃｅｌｌｏ （ベネチア大

　　　　 学 日本語 日本文学科，イタ リア）

　　　　 金　美　淑 （漢 陽大学校 日語 日

　　　　 文科，韓国）

　　　　 槽 寧 江 （啓 明大学校 日本学

　　　　 科，韓国）

　　　　 金　 明　蘭 （仁川大学 日語 日文

　　　　 科，韓 国）

　　　　 Ｗａｎｒｏｏｉｊ，　Ｋａｒｉｎ　Ｅｌｉｓａｂｅｔｈ （ラ

　　　　 イデ ン大学 日本学科，オランダ）

　　　　 Ｈａｎｓｅｎ，　Ｉｎｇｅｂｏｒｇ （ライデ ン

　　　　 大学 日本学科，オ ランダ）

　　　　 Ｈｕｔｃｈｉｎｓｏｎ，　Ｌｙｎｎｅ （ロ ンドン

　　　　 大学 日本研究学部，イギ リス）

　　　　 Ｍｏｒａｎ，　Ｍａｒｙ （オ ックスフ ォー

　　　　　ド大学東洋 学科， イギ リス）

　　　　 Ｗａｎｇ，　Ｅｕｇｅｎｅ　Ｓｅｉｔａｉ （カ リフ

　　　　 ォルニア大学アーバ イン校経済

　　　　 学部， アメ リカ）

　　　　 Ｓｍｉｔｈ，　Ｊｕｌｉｕｓ　Ｇｅｏｒｇｅ　Ｓａｉｔａ（カ

　　　　　リフオルニア大 学ロスアンゼル

　　　　 ス校政治学部，アメ リカ）

　　　　 Ｔａｍａｒｉｂｕｃｈｉ，　Ｌｅｓｌｉｅ　Ｌ・ （ハー

　　　　 バー ド大学， アメ リカ）

３月 ４日　 郵　延 　夏 （中国，西北設計院

　　　　 副総工程師，甘粛省建築学会常

　　　　 務理事）

　　　　 赴 尤 覧 （中国，敦煙研究院

　　　　 副院長）

　　　　 美 友 恵 （中国，同院美術研

　　　　 究院）

３月 ７日　 ＫＲＩＫＫＩＡＴ （タイ， タマサー ト

　　　　 大学長）

　　　　 ＬＩＫＨＩＴ （タイ，同大学副学長）

３月 ９日　 １９８８年度情報処理要員養成 コー

　　　　 ス汎用パ ッケージ利用研修員一

　　　　 行

　　　　 Ｃａｒｌａ　Ｂｌａｎｃｋ　Ｐｕｒｐｅｒ （リオ グ

　　　　　ランデ ・ド・スールカ トリック

　　　　 大学 情報学部， 講師， ブラジ

　　　　　ル）

　　　　 Ｓａｎｄｒａ　Ｒｅｇｉｎａ　Ｈｏｌａｎｄａ　Ｍａ－

　　　　 ｒｉａｎｏ（運輸省連邦鉄道会社，情

２５４

　 　　国立民族学博物館研究報告　 １４巻 １号

　 　　　 報処理部，アナ リス トプ ログ ラ

　 　　　 マー，ブ ラジル）

　 　　　 Ｅｎｄａｎｇ　Ｒｅｔｎｏ　Ｓｒｉ　Ｓｕｂｉｙａｎ－

　 　　　 ｄａｎｉ（国民議会中央統計局，情

　 　　　 報処理課，プ ｖグ ラマー，イ ン

　 　　　 ドネシア）

　 　　　 Ｍｏｈｄ．　Ｉｓａ　Ｂｉｎ　Ｎｉｋ （パーヘ ン

　 　　　 州財務部，情報処理課， システ

　 　　　 ムアナ リス ト，マ レイシア）

　 　　　 Ｇｕｓｔａｖｏ　Ｏｌｍｅｄｏ　Ｍａｒｔｉｎｅｚ（通

　 　　　 信運輸省電気通信総局，品質管

　 　　　 理部， システムエンジニア， メ

　 　　　 キシコ）

　 　　　 ｖｉｃｔｏｒ　Ｍａｎｕｅｌ　Ｃａｍａｃｈｏ　Ｓｉｌｖａ

　 　　　　（コナスポ流通商務促進公社，

　 　　　 情報課， コーディネーター， メ

　 　　　 キシコ）

　 　　　 Ｓａｌｉｍ　Ｓｕｌｔａｎ　Ａｌｒｕｚａｉｑｉ （外 務

　 　　　 省， コ ンピュータ部， プログ ラ

　 　　　 マー， オマー ン）

　 　　　 Ａｄｅｌｉａ　Ｌ．　Ｂａｕｔｉｓｔａ （環境天然

　 　　　 資源省土地管理局， シニ アプ ロ

　 　　　 グラマー， フィ リピン）

　 　　　 Ｖｉｖｉａｎｅ　Ｐ．　Ｌｏｐｅｚ（環境天然資

　 　　　 源省土地管理局，技官， フィ リ

　 　　　 ピン）

　 　　　 Ｐｅｎｓｒｉ　Ｔａｒｕｇａｎｏｎｅ（運 輸 通 信

　 　　　 省高速道路局， コンピュータセ

　 　　　 ンター， システムアナ リス ト，

　 　　　 タイ）

　 　　　 Ｓｏｍｐｏｍ　Ｋｒｕｔｓａｋｏｒｎ （運輸通

　 　　　 信省運輸通信経済課運輸技官，

　 　　　 タイ）

３月１０日　Ｆｅｒｎａｎｄｏ　Ｂｅｒｎａｌ　ＳＩＬＶＡ－ＳＡＮ－

　 　　　 ＴＩＳＴＥＢＡＮ （ペルー， リマ大学

　 　　　 人文 学部長）

　 　　　 Ｎｅｌｓｏｎ　ＢＵＮＬＣＯ （パ ラグアイ，

　 　　　 農牧省技術顧問）

３月１２日 陶 立 瑠 （中国，中国中央民

　 　　　 族学院副教授）

３月１３日 李 澤 厚 （中国，中国社会科

　 　　　 学院哲学研究所美学研究室主任

　 　　　 研究員，文教 委員会文教委員）

　 　　　 中川美彩緒 （富山近代美術館普

　 　　　 及課）

３月１６日 索 文 清 （中国， 中国中央民

　 　　　 族 学院博物館長）夫妻

３月１７日　情報処理要員養成 オ ンラインシ

　 　　　　ステム設計 コース研修員一行

　 　　　 Ｎｅｌｓｏｎ　Ｔａｄａｓｈｉ　Ｏｋｕｙａｍａ （パ

　 　　　　ラナ技術学院，電気電子工学科，



彙 　 　 報

　 　 　 　 　 コ ンピ ュー タ研 究 室， 主 任 技 師 ，

　 　 　 　 　 ブ ラ ジル）

　 　 　 　 　 Ｂｏｇｅｒｉｏ　Ｓａｎｔｏｓ　Ｇｏｎｓａｌｖｅｓ （テ

　 　 　 　 　 ユバ ラオ製 鉄 会 社 ， デ ー タ処 理

　 　 　 　 　 部 ， 技 術支 援 課 技 術支 援 分 析 技

　 　 　 　 　 師 ， ブ ラジ ル）

　 　 　 　 　 Ｃｈｅｎ　Ｇｕａｎ－Ｑｉｎ（新 彊 科学 技 術

　 　 　 　 　 委 員 会， 汎用 コ ンピ ュー タ セ ン

　 　 　 　 　 タ ー， ソフ トウエ ア課 ， 課 長 ，

　 　 　 　 　 中 国 ）

　 　 　 　 　 Ａｂｄ　Ｅｌ－Ｍｏｎｅｍ　Ｆａｔｈ－Ａｌｌａ　Ｅｌ－

　 　 　 　 　 Ｓａｎｇｉｄｙ （新 地 域 共 同体 ， 土 地

　 　 　 　 　 開 発省 ， 情 報 セ ンタ ー プ ロ グ ラ

　 　 　 　 　 マ ー ， エ ジ プ ト）

　 　 　 　 　 Ａｄｉ　Ｎｕｇｒｏｈｏ （国 民議 会 ，中 央

　 　 　 　 　 統 計局 ， 情 報 処理 課， コ ンピ ュ

　 　 　 　 　 ー タ プ ロ グ ラマ ー ， イ ン ドネ シ

　 　 　 　 　 ア）

　 　 　 　 　 Ｓｈａｒｏｎ　Ｍａｒｉｅ　Ｆｒａｎｃｉｓ（公共 事

　 　 　 　 　 業 省， 国立 コ ン ビ３ 一 タセ ンタ

　 　 　 　 　 ー， シニ ァ シス テ ム エ ンジニ ア ，

　 　 　 　 　 ジ ャマ イ カ）

　 　 　 　 　 Ｎｉｓｒｉｎｅ　Ｓｉｎｎｏ （開発 ， 再 建 審

　 　 　 　 　 議 会 ， システ ムエ ンジ ニ ア， レ

　 　 　 　 　 バ ノ ン）

　 　 　 　 　 Ａｂｄ．　Ｓａｍａｄ　Ｂｉｎ　Ｈｊ．　Ｎｏｒ （総

　 　 　 　 　 理 府 ， 公 共 事 業部 研 修 課 ， プ ロ

　 　 　 　 　 グ ラマ ー， マ レー シア）

　 　 　 　 　 Ｓａｎｔｉａｇｏ　　Ｓｅｇｕｎｄｏ　　Ｃｈｕｍｂｅ

　 　 　 　 　 Ｓｏｔｏ （大 蔵 省， シス テ ム部， シ

　 　 　 　 　 ス テ ム ア ナ リス ト， ペル ー ）

　 　 　 　 　 Ｒａｕｌ　Ａｌｆｏｎｓｏ　Ｅｓｐｉｎｏｚａ　Ｒｏｍｅｒｏ

　 　 　 　 　 　 （国立 電 話公 社 ， コ ンピ ュー タ

　 　 　 　 　 計 画 課 ， シス テ ム エ ンジニ ア ，

　 　 　 　 　 ペ ル ー）

　 　 　 　 　 Ｔｅｒｅｓｉｔａ　Ｂ・Ｔａｂｕｌａｏ （運 輸通 信

　 　 　 　 　 省 ， 陸 上 交通 規 準 ， 許 認 可審 議

　 　 　 　 　 会 ， シニ ア プ ロ グ ラマ ー， フ ィ

　 　 　 　 　 リ ピン）

　 　 　 　 　 Ｖａｃｈａｒａ　Ｋａｎｃｈａｎａｂｕｎｄｈｕ （ケ

　　　　　ル ングタイ銀行， コ ンピュータ

　　　　 部，情報サー ビス システ ム課長，

　　　　　タイ）

　　　　 Ｓｒｉｓｐａｎｇ　Ｓｕｔｈｏｎｔｈｕｎｙａｋｏｒｎ

　　　　　 （法務省， コンピュータセンタ

　　　　　ー，統計官 ４，タイ）

　　　　 Ｇｒｉｃｅｌｉａ　Ｖｅｌａｓｑｕｅｚ　Ｇａｒｃｉａ （大

　　　　 統 領府，公共 施設営繕庁， ＥＤＰ

　　　　　アナ リス ト，ベネズエラ）

　　　　 Ｃａｒｌｏｓ　Ｅｄｕａｒｄｏ　Ｍａｙｏｒｇａ　Ｌｉ－

　　　　 ｇａｒｒｅｔｏ （カ ラカス地下鉄公社，

　　　　 遠 隔情報処理 課， システムアナ

　　　　　リス ト，ベネズエ ラ）

３月２３日　Ｒｏｎａｌｄｏ　Ｅｄｇａｒ　ＤｕＮＬｏＰ（ブラ

　　　　　ジル，外務省移住課長）

３月２７日 Ｓ・Ｐ・ＡＧＧＡＲｗＡＬ （イ ンド，文

　　　　 化庁合同次官）

　　　　 Ｂ．Ｃ．　ＫＡＩＬＡＹイ ン ド，（イ ン ド

　　　　 国立科学情報 セ ンター）

　　　　 Ｓ・Ｐ・ＭＵＤＵＲ （イ ンド，国立 ソ

　　　　　フ トウェアー技術 セ ンター）

３月２８日　 Ｐｅｎｉ　ＷＡＱＡＭｃＡＫＡｕ　（フィジ

　　　　 ー，外務省次官補）

　　　　 Ｂｈｕｗａｎ　ＤＵＴＴ （フィジー，イ

　　　　　ンド系人問題省次官）

　　　　 Ｉａｖａｔａ　ＳＨＯＲＴ （ク ック諸 島，

　　　　 駐 ニュージー ランド代表）夫妻

３月３１Ｂ　Ｅｔｉｅｎｎｅ　ＮＴｓＡＭＡ （駐 日カメル

　　　　 ー ン大使）

　　　　 Ｎｏｅｌ－Ｃｌａｕｄｅ　Ｎｊｏｙａ　ＭＯＵＣＨＩＬＩ

　　　　 （駐 日カメルー ン大使館参事官）

　　　　 北九州市 立自然史博物館新館構

　　　　 想検討委員会一行

　　　　 小野　勇一 （九州大学教授）

　　　　 畑 中　健一 （北九州大学教授）

　　　　 森下　郁 子（淡水生物硫究所長）

　　　　 太田　 正道 （北九州市立自然史

　　　　 博物館長）

　　　　 遠山　一也 （技術吏員）

　　　　 林 幸夫 （事務吏員）
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告は，民族学 （文化人類学）に関す る論文 ，資料 ・研究ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表す ることによ り，民族学 （文化人類学）の発展 に寄与す るもの

である。

２．国立民族学博物館研究報告に寄稿す ることができる者は，次 のとお りとす る。

（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」 とい う。） の教官 （客員教授等を含む。）及び本館 の組織，

　　運営に関与す る者

（２） 本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

（３） その他本館 において適 当と認 めた者

３．原稿を寄稿す る場合は，論文，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等の うち，いずれであ

　るかをその表紙 に明記するもの とする。なお， この区分について の最終的な調整 は，国立民族

　学博物館研究 報告編集委員会 （以下 「編集委員会」 という。）において行 う。 （編集す る場合 は，

原則 として論文及び資料 ・研究 ノー トを １段組，その他の ものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆における使用言語 は， 日本語 ，英語， フランス語，スペイ ン語， ロシァ語， 中国語

及び ドイツ語 のうちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し，その他の言語を用いる場合 は，

編 集委員会に相談す るものとす る。

５．特殊な文字，記号，印刷 方法等が必要な場合 は，編集委員会に相談す るもの とす る。

６．寄稿す る原稿が論文で， 日本語を使用する場合 は，原則 と して英文 により ５００語程度 の要 旨

を付 けるもの とし，その他の言語 によ る論文 の場合は，編集委員会に相談す るものとす る。な

　お，寄稿す る原稿 については，執筆者名の ローマ字表 記及び原稿表題 の英文を付記 しな ければ

　な らな い。

７．寄稿す る原稿の枚数 は，原則と して制限 しない。ただ し，編集する場合 は編集委員会 の判断

　によ り，紙数等の関係 か ら分割 して掲載することがある。

８．寄稿す る原稿 は，必ず清書 （欧文 の場合はタイプ） し，原稿 の写 し １部 を添付する ものとす

　 る。なお，図，表 のス ミ入れ， レタ リングは，編集委員会で処理す る。

９．寄稿 された原稿は，審査委員会において審査のうえ，採否を決定する。なお，原稿は，採否

　 にかかわ らず原則 として返却 しない。

１０．稿料の支払 い，掲載料の徴収は行 わない。

１１．原稿の執筆 に当っては，別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

１２．原稿の寄稿先及び連絡先 は，次の とお りとす る。

　　 　 〒５６５ 大 阪府吹田市千里　万博公園１０－１

　　 　　　　　国立民族学博物館 内

　　 　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿 は，２００字詰原稿用紙を使用 し，横書 きとす る。

２．原稿 は，図 ，表を除き，原則 として黒 インクを使用す る。

３． 日本語 を使用 して執筆す る場合は，原則 として当用漢字，現代かなつかいを用 いる。

４．句読点 ，括弧，各種記号等 は，原則 と して原稿用紙のマス目 １字分の扱いをす る。

５．原稿 中の年号，月 日及 びその他 の数字 は，原則と して アラビア数字を用いる。なお，年 号は，

　原則 として西暦 とする。

６．図及 び表 は，一図，一表 ごとに別紙 に書 き，本文 とは別に一括 して添付す るもの とする。な

　お，図，表 ごとに通 し番号 （「図 １」，「表 １」等 の要領によ り記入），図，表 名及び説明並びに

　 出典等を記 し，本文 原稿 の欄外には，それぞれのそう入箇所を指定する ものとす る。

７．写真 は，写 りの明瞭 なもので，手札判以上の大 きさに焼 き付 けたものに限 り，図及び表 の扱

　いに準 じて通 し番号，説明を付けたうえ，そ う入箇所を指定 するもの とする。ただ し，カ ラー

　写真は，原則 として受 け付けない。

８．本文又 は脚注において文献を指示す る場合は，カギ括弧を付け，著者名，文献刊行年次，引

　用ページ数の順に下記 の例 に従 って記載する。

　　［柳田 １９４２：６７－６９］

　　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　［柳田 １９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３】

　ただ し，同年次刊行物 の場合は，アル ファベ ッ ト順 によ り，下記のよ うに記載す るもの とす る。

　　［柳田 １９４２ａ：２０－２２］［柳田 １９４２ｂ：１０］

９．脚注 は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番号を付ける。なお，本文 中に脚注を そう入する箇所に

　 は，脚注の当該番号を記入 し，別紙 の脚注には，本文のページ数を明記する ものとする。

１０．本文及び脚注において参照 した文献 は，すべて原稿の末尾にま とめて下記 の方法 によ り記入

　する。

　（１） 文献 の配列 は，著者 名のアル ファベ ット順 とす ること。

　（２） 文 献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌 名，巻 ，号，出版社 名の順 とすること。

　　欧文 の雑誌名及び単行本名 は，イタ リック体 にす るため，原稿 には下線を 引 くこと。また，

　　 ローマ字人名は，スモール ・キ ャピタル とするため，二 重下線を引 き， 日本文 の場合 は，論

　　題にカギ括弧，雑誌 名及び単行本名に二重のカギ括弧を付 けること。雑誌 の巻数及び号数は，

　　原則 と して アラビァ数字を用いること。

　　（例）

　　　論文 の場合　（１）

　　　　石 田英一郎

　　　　　　 ．，； 「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　 １３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4): 357-372.

論文 の場合　（２）

　杉浦　健一’

　　　１９４２　 「民間信仰の話」柳田国男編 『日本民俗学研究』岩 波書店，ＰＰ．１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

       In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖一

　　　１９６６　『文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ，Ｍ ．

　　 　１９７４　『シャーマニズ ム　　古代的エ クスタシー技術　　』 堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.

２５８



国立民族学博物館研究報告　１４巻１号

〔監 修〕

梅 棹 忠 夫

〔編集委員長〕

友 枝 啓 泰

〔編 集委 員〕

朝 倉 敏 夫

片 倉 素 子

ケ ネ ス ・ ラ ドル

小 山 修 三

崎 山 理

周 達 生

田 邊 繁 治

垂 水 稔

中 山 和 芳

長 野 泰 彦

宮 本 勝

吉 田 憲 司

和 田 正 平

平 成 元 年 ７月 ２７日 発 行 非 売 品

国立 民族 学博 物館研 究報 告 　１４巻 １号

編集 ・発行 　 国 立 民 族 学 博 物 館

　 　　　　　 〒５６５ 吹 田市千 里万 博 公園１０－１

　 　　　　　　　　ＴＥＬＯ６（８７６）２１５１（代表）

印 　 刷 　 中 西 印 刷 株 式 会 社

　 　　　　　 〒６０２　京都市上京区下立売通小川東入

　 　　　　　　　　ＴＥＬＯ７５（４４１）３１５５（代表）



Bulletin of the National Museum of Ethnology

 vol.14 no.1 
1989

 HAYASHI, Yukio 

KOMMA, Toru 

KURODA, Etsuko 

ISHIGE, Naomichi

The Making of the Power of Thamma: Mo Tham and 
Thai Buddhism in the History of Thai-Lao Peasants 

Both Hands, Society, and Cosmos: Kipsigis's Cos-
mology Embeded in Their Counting System on 
Fingers 

Major Aspects of Chicano History 

Origins and Distributions: A Study of Fermented 
Aquatic Products (8)

ISSN 0385-180X

National Museum 

of Ethnology
Senri Expo Park,  Suita, Osaka, Japan 

phone 06-876-2151


